
「運動会」 ～心を一つに、輝く子供たち～ 
 校 長  杉森 祥吾 

先日の学校公開、そして保護者会には、多くの保護者の皆様にご来校いただき、誠にありが

とうございました。子供たちが日々の学習に真剣に取り組む姿や、友達と関わりながら学ぶ姿を

ご覧いただく機会となりました。また、保護者会では、学校と家庭が子供たちの成長を支える大

切なパートナーであることを改めて感じることができました。皆様の温かいご理解とご協力に、

心より感謝申し上げます。 
  

さて、いよいよ運動会が近づいてきました。校庭からは、子供たちの元気な声や音楽に合わせ

た足音が聞こえてくるようになり、学校全体が少しずつ運動会に向けた雰囲気に包まれていま

す。 運動会に向け、子供たちは演技の上達や競技での勝利を目指していきますが、運動会の

目的はそれだけではありません。友達と声を掛け合い、励まし合い、一つの目標に向かって力を

合わせること。そして、思うようにいかないときにも諦めず、最後まで自分の力を出し切ること。そ

うした一つ一つの経験が、子供たちの心を大きく成長させていきます。練習では、できなかった

ことができるようになった喜びを感じたり、友達と息が合った瞬間の嬉しさを味わったり、時には

思うようにできず悔しい思いをしたりすることもあるでしょう。しかし、その一つ一つが、かけがえ

のない学びです。積み上げた努力や仲間との絆がもたらす運動会本番の日の「心を一つにし

て輝く姿」は、成長を実感できる、小学校での最高の瞬間の一つです。運動会の一日を終えた

とき、子供たちが「頑張ってよかった」「友達と一緒にできてよかった」と心から思える運動会に

したいと願っています。保護者の皆様にも、結果だけではなく、そこに至るまでの子供たちの努

力や成長に目を向け、大きな拍手と温かな声援を送っていただければと思います。子供たち一

人一人が輝く瞬間を、学校とご家庭で一緒に喜び合える一日にしていきましょう。 
  

現在、運動会に向けて、子供たちは全力で練習を頑張っています。当日に向けた体調管理や

生活リズムへのご配慮を含め、引き続きご家庭での励ましと支援をお願いいたします。皆様のご

協力をいただきながら、全職員で、子供たちの心に残るすばらしい運動会をつくってまいります。 
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